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「交通環境改善策の意見交換会」の開催 

～城崎温泉街の安全な「そぞろ歩き」を目指して～ 

 

 

2019 年９月に城崎温泉街で実施した駐停車抑制社会実験の検証結果を、地域の方々

に報告するとともに、桃島バイパスの整備を見据えた交通環境改善計画の策定の今後の進

め方などについて意見を伺う｢交通環境改善策の意見交換会｣を開催する。 

城崎温泉では、城崎温泉街の安全な｢そぞろ歩き｣の実現を目指して、2016 年、地元の

町内会や旅館業者らで｢城崎温泉交通環境改善協議会｣を結成。これまでも車道の幅を狭

くして車の減速を促す実験などを行っている。 

 

１ 主催 

城崎温泉交通環境改善協議会 

（※ 地元町内会、事業者団体、学識経験者、兵庫県で構成。事務局は豊岡市） 
 

２ 交通環境改善策の意見交換会 

⑴ 日時 

2020 年１月 17日（金） 午後１時 ～３時 

⑵ 場所 

市役所城崎庁舎２階 大会議室 

⑶ 内容 

ア 駐停車抑制社会実験の結果報告と対策について 

イ 桃島バイパス整備を見据えた交通改善計画の策定について 

⑷ 参加者 

城崎地域住民、関係事業者等 
 

３ 「駐停車抑制社会実験」の概要 

城崎温泉街の車両の駐停車を抑制するため、事業者に対し荷物の配達･収集の時間

調整や、市営駐車場の利用等について依頼し、歩行空間の状況がどのように変化する

かを検証した。 

⑴ 実施期間 

2019 年９月 11日(水) ～15 日(日)の５日間 

⑵ 時間帯 

午後２時～６時の４時間 

⑶ 場所 

湯の里通り(王橋北詰～四所神社前) 

⑷ 検証方法 

ア 実験前および実験中に撮影したビデオ映像比較 

イ 実験後の事業者アンケートの実施 
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⑸ 検証結果(考察) 

ア ビデオ検証 

(ｱ) 実験中は車両と歩行者交通量が増加したが、駐停車回数と時間は減少した。

協力を呼びかけることで駐停車を抑制する効果があったと考えられる。 

(ｲ) 歩行者の増加とともに車両は停滞し、また、歩行者が多くなるほど停滞時間

も長くなる。 

(ｳ) 対面通行時に駐停車があると停滞する。 

(ｴ) 対向車の存在を無くすことで停滞を抑制することができると考えられる。桃

島バイパスの整備を見据えた交通施策として、主要な路線での一方通行を取り

入れることで、交通環境を改善できる可能性が高い。 
 

イ アンケート 

(ｱ) 今回の実験内容を恒常的に実施することについては、「駐車場や荷さばきス

ペースの確保など、条件整備により支持する」との意見が多数を占めた。 

(ｲ) また、日程(曜日)、エリア、時間帯、宿泊客の扱い等の課題がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪参考≫ 

１ 「城崎温泉交通環境改善協議会」のこれまでの取組み 

年月日等 内 容 

2016 年 ６ 月 ２ 日 城崎温泉交通環境改善協議会設置 

2016 年 ６ 月   
ワークショップ【計３回】 ～  

  11 月   

2017 年 １ 月   
協議会会議【計７回】 ～  

2019 年 11 月   

2017 年 ６ 月   
検討部会会議【計 11回】 ～  

2019 年 10 月   

      
 

実験中のビデオ映像(一部) 
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2018 年 ２ 月 21 日 外側線引き直しによる歩行空間拡大社会実験 

外側線を内側に 50 ㎝引き直して、歩行空間を広げ渋滞

の変化などを検証した。 

⑴ 場所 

湯の里通り(一の湯前～四所神社前) 

⑵ 検証方法 

ビデオ撮影による実験前および実験中の比較 

⑶ 検証結果(考察) 

ア 歩行者の多い時間帯は午後２時～５時台。 

イ 団体客などの塊が波状的に行き交う。道路を乱横断

する歩行者も多い。 

ウ 路肩への駐停車が｢そぞろ歩き｣と他の自動車の進

行を阻害している。 

エ 歩行空間が増え、並んで歩ける人数が２人から３人

となった。 

オ 自動車交通への影響(走行速度、停滞)は実験前後で

大きな差は無かった。 

カ 住民からは、対向車との離合が困難など、自動車の

運転が難しくなったとの指摘があった。 

キ また、歩行者は普段より危険を感じるとの意見もあ

り、慎重に取組むことを望む声が多かった。 

 

～  

  ３ 月 22 日 

      

2018 年 11 月 ２ 日 社会実験報告会 

2019 年 ９ 月 11 日 
駐停車抑制社会実験 ～  

    15 日 

2020 年 １ 月 17 日 社会実験報告会 

随 時 
情報発信(｢そぞろ歩きニュース｣等の発行) 

※ 城崎地域全戸配布【計８回】 

 

駐停車中の車両がある場
合、歩行者は車道を歩く。 

実験中のビデオ映像(一部) 
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２ 「桃島バイパス整備事業」の概要 

⑴ 事業年度 

2024 年（予定）～ 

⑵ 事業延長 

L=1,359ｍ（２車線） 

 

※ 但馬県民局「但馬地域社会基盤整備プログラム(2019～2028 年度)」の抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔問合せ〕豊岡市都市整備部建設課 ℡0796‐21‐9007 

 


